
安全データシー ト

ト ル エ ン

作成日　2001/3/12

改訂日　2013/2/22

１ ． 化 学 品 及 び 会 社 情 報

化 学 品 の 名 称 トルエ ン ( To l uene )

製 品 コ ー ド 24B 6503

会 社 名 ○○○○株式会社

住 所 東京都△△区△△町△丁目△△番地

電 話 番 号 03-1234-5678

F A X 番 号 03-1234-5678

電 子 メ ー ル ア ド レ ス 連絡先＠検セ.or . j p

緊 急 時 の 電 話 番 号 03-1234-5678

推 奨 用 途 及 び 使 用 上 の 制 限 染料、香料、火薬（TN T）、有機顔料、合成ク レゾ ー ル、甘味料、漂

白剤、ＴＤＩ、テ レフ タル酸、合成繊維、可塑剤など の合成原料、ベ

ンゼ ン原料、キ シレン原料、石油精製、医薬品、塗料・インキ 溶剤

等

 

２ ． 危 険 有 害 性 の 要 約

G H S 分 類

分 類 実 施 日 平成24年。政府向けGH S分類ガイダンス（H 22 .7版）を使用

GH S改訂４版を使用

物 理 化 学 的 危 険 性 引火性液体 区分2

健 康 に 対 す る 有 害 性 急性毒性（吸入：蒸気） 区分4

皮膚腐食性／刺激性 区分2

眼に対す る重篤な損傷／眼

刺激性

区分2B

生殖毒性 区分1A

追加区分：授乳に対す る又は授乳を

介した影響

特定標的臓器毒性（単回ばく

露）

区分1（中枢神経系）、区分3（気道刺

激性、麻酔作用）

特定標的臓器毒性（反復ばく

露）

区分1（中枢神経系、腎臓）

吸引性呼吸器有害性 区分1

環 境 に 対 す る 有 害 性 水生環境有害性 （急性） 区分2

オゾ ン層への有害性 分類実施中

＜環境分類実施日に関す る情報＞

水生環境有害性 （急性）：H 18 .2 .10、H 24年度の分類は実施中のた

め 、Ｈ18年度の分類を記載（GH S分類マニュ アル（H 18 .2 .10  版）を

使用）。

水生環境有害性 （長期間）：H 18 .2 .10、H 24年度の分類は実施中の

ため 、Ｈ18年度の分類を記載（GH S分類マニュ アル（H 18 .2 .10  版）

を使用）。

注）　上記のGH S分類で区分の記載がない危険有害性項目については、政府向けガイダンス文書で規定された

「分類対象外」、「区分外」ま たは「分類できない」に該当す る。なお、健康有害性については後述の１１項に、「分

類対象外」、「区分外」ま たは「分類できない」の記述がある。

Ｇ Ｈ Ｓ ラ ベ ル 要 素

絵 表 示

注 意 喚 起 語 危険

危 険 有 害 性 情 報 引火性の高い液体及び 蒸気

吸入す ると有害

皮膚刺激

眼刺激

生殖能又は胎児への悪影響のおそれ

授乳中の子に害を及ぼす おそれ

臓器の障害（中枢神経系）

呼吸器への刺激のおそれ

眠気又はめ ま いのおそれ

長期にわたる、又は反復ばく露による臓器の障害（中枢神経系、腎

臓）

飲み込ん で気道に侵入す ると生命に危険のおそれ

水生生物に毒性

注 意 書 き

安 全 対 策 使用前に取扱説明書を入手す るこ と｡
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全ての安全注意を読み理解す るま で取り扱わないこ と｡

熱､火花､裸火､高温のも ののような着火源から 遠ざ けるこ と｡-禁煙｡

容器を密閉しておくこ と｡

容器を接地す るこ と､ｱｰ ｽ をとるこ と｡

防爆型の電気機器､換気装置､照明機器を使用す るこ と｡

火花を発生させない工具を使用す るこ と｡

静電気放電に対す る予防措置を講ず るこ と｡

粉じん ､煙､ｶﾞｽ ､ﾐｽ ﾄ ､蒸気､ｽ ﾌﾟ ﾚｰ を吸入しないこ と｡

妊娠中､授乳期中は接触を避けるこ と｡

取扱後は手など をよく洗うこ と｡

こ の製品を使用す る時に､飲食又は喫煙をしないこ と｡

屋外又は換気の良い場所でのみ使用す るこ と｡

環境への放出を避けるこ と｡

保護手袋､保護衣､保護眼鏡､保護面を着用す るこ と｡

応 急 措 置 吸入した場合：空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやす い姿勢で休息

させるこ と。

皮膚に付着した場合：多量の水／…で洗うこ と。

　　汚染された衣服を脱ぎ、再使用す る場合には洗濯をす るこ と。

眼に入っ た場合：水で数分間注意深く洗うこ と。次にコ ンタク トレンズ

を着用していて容易に外せる場合は外す こ と。その後も 洗浄を続け

るこ と。

飲み込ん だ場合：直ちに医師に連絡す るこ と。

　　無理に吐かせないこ と。

ばく露又はばく露の懸念がある場合：医師の診断、手当てを受ける

こ と。

特別な処置が必要である（このラベルの．．．を見よ）。

火災の場合には、火元への燃焼源を断ち、適切な消火剤を使用して

消火す るこ と。

保 管 換気の良い場所で保管す るこ と。容器を密閉しておくこ と。

涼しいとこ ろに置くこ と。

施錠して保管す るこ と。

廃 棄 内容物、容器を都道府県知事の許可を受けた専門の廃棄物処理業

者に委託す るこ と。

他 の 危 険 有 害 性

３ ． 組 成 及 び 成 分 情 報

単 一 製 品 ・ 混 合 物 の 区 別

化 学 名 又 は 一 般 名 トルエ ン

別 名 トルオー ル、1-メ チルベンゼ ン、メ チルベンゼ ン、To l uo l 、1-

Meh ty l benzene、Methy l benzene

濃 度 又 は 濃 度 範 囲 99%以上

分 子 式  ( 分 子 量 ) C 7H 8（92 .14）

化 学 特 性  ( 示 性 式 又 は 構 造 式 )

C A S 番 号 108-88-3

官 報 公 示 整 理 番 号 （ 化 審 法 ） ( 3 ) -2

官 報 公 示 整 理 番 号 （ 安 衛 法 ）

分 類 に 寄 与 す る 不 純 物 及 び 安 定 化

添 加 物

４ ． 応 急 措 置

吸 入 し た 場 合 空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやす い姿勢で休息させるこ と。安

静。

ばく露又はばく露の懸念がある場合：医師の診断、手当てを受けるこ

と。

特別な処置が必要である（このラベルの．．．を見よ）。

皮 膚 に 付 着 し た 場 合 多量の水と石けん で洗うこ と｡

ばく露又はばく露の懸念がある場合：医師の診断、手当てを受けるこ

と。

特別な処置が必要である（このラベルの．．．を見よ）。

汚染された衣服を脱ぎ、再使用す る場合には洗濯をす るこ と。

眼 に 入 っ た 場 合 水で数分間注意深く洗うこ と。次にコ ンタク トレンズ を着用していて容

易に外せる場合は外す こ と。その後も 洗浄を続けるこ と。

ばく露又はばく露の懸念がある場合：医師の診断、手当てを受けるこ

と。
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特別な処置が必要である（このラベルの．．．を見よ）。

飲 み 込 ん だ 場 合 直ちに医師に連絡す るこ と。

ばく露又はばく露の懸念がある場合：医師の診断、手当てを受けるこ

と。

特別な処置が必要である（このラベルの．．．を見よ）。

揮発性液体なので、吐き出させるとかえっ て肺への吸引など の危険

が増す 。水でよく口の中を洗わせても よい。

被災者に意識の無い場合は、口から 何も 与えてはなら ない。

急 性 症 状 及 び 遅 発 性 症 状 の 最 も

重 要 な 徴 候 症 状

吸入 ：  咳、咽頭痛、め ま い、嗜眠、頭痛、吐き気、意識喪失。気道を

刺激す る。中枢神経系に影響を与えるこ とがある。

皮膚 ：  皮膚の乾燥、発赤。こ の液体は皮膚の脱脂を起こ す 。

眼 ：  発赤、痛み。眼を刺激す る。中枢神経系に影響を与えるこ とが

ある。

経口摂取 ：灼熱感、腹痛。咳、咽頭痛、め ま い、嗜眠、頭痛、吐き

気、意識喪失。こ の液体を飲み込む と、誤嚥により化学性肺炎を起こ

す 危険がある。高濃度の場合、不整脈、意識喪失を起こ す こ とがあ

る。

長期ま たは反復暴露の影響：こ の液体は皮膚の脱脂を起こ す 。中枢

神経系に影響を与えるこ とがある。騒音による聴力障害を促進す る。

動物試験では人で生殖･発生毒性を引き起こ す 可能性があるこ とが

示されている。

応 急 措 置 を す る 者 の 保 護 デ ー タなし。

医 師 に 対 す る 特 別 な 注 意 事 項 デ ー タなし。

５ ． 火 災 時 の 措 置

消 火 剤 粉末消火薬剤、泡消火薬剤、二酸化炭素、砂、A F F F ( 水性膜泡消火

薬剤) 。

使 っ て は な ら な い 消 火 剤 棒状水

特 有 の 危 険 有 害 性 燃焼ガスには、一酸化炭素など の有毒ガスが含ま れるので、消火作

業の際には、煙の吸入を避ける。

引火性が高い。

蒸気/空気の混合気体は爆発性である。

加熱により容器が爆発す る。

特 有 の 消 火 方 法 消火作業は、風上から 行う。

周辺火災の場合に移動可能な容器は、速やかに安全な場所に移す 。

火災発生場所の周辺に関係者以外の立入りを禁止す る。

関係者以外は安全な場所に退去させる。

水を噴霧して容器類を冷却す る。

消火す るため に粉末消火薬剤、泡消火薬剤、二酸化炭素、砂、

A F F F ( 水性膜泡消火薬剤) を使用す るこ と。

消 火 を 行 う 者 の 保 護 消火作業では、適切な保護具（手袋、眼鏡、マスク 等）を着用す る。

６ ． 漏 出 時 の 措 置

人 体 に 対 す る 注 意 事 項 、 保 護 具 及

び 緊 急 措 置

作業には、必ず 保護具（手袋・眼鏡・マスク など ）を着用す る。

多量の場合、人を安全な場所に退避させる。

必要に応じた換気を確保す る。

環 境 に 対 す る 注 意 事 項 漏出物を河川や下水に直接流してはいけない。

封 じ 込 め 及 び 浄 化 の 方 法 及 び 機 材 少量の場合、吸着剤（土・砂・ウエ スなど ）で吸着させ取り除いた後、

残りをウエ ス、雑巾など でよく拭き取る。大量の水で洗い流す 。

多量の場合、盛り土で囲っ て流出を防止し、安全な場所に導いてから

ドラ ム など に回収す る。

大量の場合は危険区域から 立ち退く！　

大量の場合は専門家に相談す る! 　

換気。

残留液を砂ま たは不活性吸収剤に吸収させて安全な場所に移す 。

下水に流してはなら ない。

こ の物質を環境中に放出してはなら ない。

個人用保護具：自給式呼吸器（大量の場合）

付近の着火源となるも のを速やかに除くととも に消火剤を準備す る。

床に漏れた状態で放置す ると、滑り易くスリップ 事故の原因となるた

め 注意す る。

漏出物の上をむ やみに歩かない。

火花を発生しない安全な用具を使用す る。

回収物の収納容器は、内容物の処分を行うま で密封しておく。

７ ． 取 扱 い 及 び 保 管 上 の 注 意

取 扱 い

技 術 的 対 策 取扱い場所の近くに、洗眼及び 身体洗浄のため の設備を設置す

る。

安 全 取 扱 い 注 意 事 項 使用前に取扱説明書を入手す るこ と｡

全ての安全注意を読み理解す るま で取り扱わないこ と｡

熱､火花､裸火､高温のも ののような着火源から 遠ざ けるこ と｡-禁

煙｡

容器を密閉しておくこ と｡

容器を接地す るこ と､ｱｰ ｽ をとるこ と｡
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防爆型の電気機器､換気装置､照明機器を使用す るこ と｡

火花を発生させない工具を使用す るこ と｡

静電気放電に対す る予防措置を講ず るこ と｡

粉じん ､煙､ｶﾞｽ ､ﾐｽ ﾄ ､蒸気､ｽ ﾌﾟ ﾚｰ を吸入しないこ と｡

妊娠中､授乳期中は接触を避けるこ と｡

取扱後は手など をよく洗うこ と｡

こ の製品を使用す る時に､飲食又は喫煙をしないこ と｡

屋外又は換気の良い場所でのみ使用す るこ と｡

環境への放出を避けるこ と｡

保護手袋､保護衣､保護眼鏡､保護面を着用す るこ と｡

帯電を防ぐ( 例えばアー スを使用) 。充填、取り出し、取扱い時に圧

縮空気を使用してはなら ない。防爆用工具を使用す る。

作業環境管理を厳密に！( 妊娠中の) 女性への暴露を避ける！

呼吸用保護具。

こ の物質の蒸気は空気とよく混合し、爆発性混合物を生成しやす

い。流動、撹拌など により、静電気が発生す るこ とがある。

20℃で気化す ると、空気が汚染されてやや急速に有害濃度に達す

るこ とがある。

強酸化剤と激しく反応し、火災や爆発の危険をも たら す 。

水生生物に対して毒性が強い。

暴露の程度によっ ては、定期検診が必要である。

アルコ ー ル飲料の使用により有害作用が増大す る。

火気厳禁。

接 触 回 避 強酸化剤

衛 生 対 策 取扱い後は手など をよく洗うこ と。

保 管

安 全 な 保 管 条 件 換気の良い場所で保管す るこ と。容器を密閉しておくこ と。

涼しいとこ ろに置くこ と。

施錠して保管す るこ と。

火気厳禁

強酸化剤から 離しておく。

安 全 な 容 器 包 装 材 料 アルミニウム 、フ ェラ イト系および オー ステ ナイト系鋼類、銅基遷移

金属合金類。プ ラ スチック 類は耐久性の立証が必要。

ゴ ム は不適。

８ ． ば く 露 防 止 及 び 保 護 措 置

管 理 濃 度 20ppm

許 容 濃 度

日 本 産 衛 学 会 （ 2 0 1 2 年 度 版 ） 50 ( ppm )

188 ( mg /m 3 )

経皮吸収

A C G I H （ 2 0 1 2 年 版 ） ＴＷ Ａ  ：20ppm

STEL：-

A 4；B E I

設 備 対 策 蒸気ま たはヒュ ー ム やミストが発生す る場合は、局所排気装置を設

置す る。

取扱い場所の近くに、洗眼及び 身体洗浄のため の設備を設置す

る。

容器を接地す るこ と､ｱｰ ｽ をとるこ と｡

防爆型の電気機器､換気装置､照明機器を使用す るこ と｡

火花を発生させない工具を使用す るこ と｡

静電気放電に対す る予防措置を講ず るこ と｡

耐火設備( 条件) 。

保 護 具

呼 吸 用 保 護 具 必要に応じて、適切な呼吸用保護具（個人用保護具：自給式呼吸

器）を着用す るこ と。

手 の 保 護 具 保護手袋､保護衣を着用す るこ と｡

眼 の 保 護 具 保護眼鏡､保護面を着用す るこ と｡

皮 膚 及 び 身 体 の 保 護 具 保護手袋､保護衣､保護眼鏡､保護面を着用す るこ と｡

９ ． 物 理 的 及 び 化 学 的 性 質

物 理 的 状 態

形 状 液体（Merck  ( 14 th ,  2006 ) ）

色 無色（U l l ma nns ( E )  ( 6 th ,  2003 ) ）

臭 い ベンゼ ン臭（Merck  ( 14 th ,  2006 ) ）

臭 い の し き い （ 閾 ） 値 40ppm（U l l ma nns ( E )  ( 6 th ,  2003 ) ）

ｐ Ｈ デ ー タなし。

融 点 ・ 凝 固 点 -95℃（Merck  ( 14 th ,  2006 ) ）

沸 点 、 初 留 点 及 び 沸 騰 範 囲 110 .6℃（Merck  ( 14 th ,  2006 ) ）

引 火 点 4 .4℃（CC) （Merck  ( 14 th ,  2006 ) ）

蒸 発 速 度 2 .0  ( 酢酸ブ チル =1 )

6 .1  ( ジエ チルエ ー テ ル=1) （U l l m a nns ( E )  ( 6 th ,  2003 ) ）

燃 焼 性 （ 固 体 、 気 体 ） デ ー タなし。

燃 焼 又 は 爆 発 範 囲 下限：1 .27%  、上限：7%（ IMDG ( 2010 ) ）

蒸 気 圧 28 .4  mmH g （25℃）（H SDB  ( 2010 ) ）

蒸 気 密 度 3 .1  ( A i r=1 ) （H SDB  ( 2010 ) ）
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比 重 （ 相 対 密 度 ） 0 .866（20℃/4℃）（Merck  ( 14 th ,  2006 ) ）

溶 解 度 水：526mg /L（25℃, EXP）（H owa rd  ( 1997 ) ）

ほとん ど の有機溶剤（例えば、アルコ ー ル類、エ ー テ ル類、ケトン

類、フ ェノー ル類、エ ステ ル類および 塩化炭化水素類）に完全混

和。（U l l ma nns ( E )  ( 6 th ,  2003 ) ）

n - オ ク タ ノ ー ル ／ 水 分 配 係 数 l o g  Kow=  2 .73（H SDB  ( 2010 ) ）

自 然 発 火 温 度 896F  ( 480  ℃）（H SDB  ( 2010 ) ）

分 解 温 度 デ ー タなし。

粘 度 （ 粘 性 率 ） 0 .560（25℃）、 0 .424（50℃）mPa ･s （CR C ( 91s t ,  2010 ) ）

１ ０ ． 安 定 性 及 び 反 応 性

反 応 性 硝酸アンモニウム 、硝酸、硫酸、無水ク ロム 酸、ク ロロホルム 、四塩

化炭素、塩酸等と接す ると発火す るこ とがある。

化 学 的 安 定 性 通常の取扱いにおいては安定である。

危 険 有 害 反 応 可 能 性 強酸化剤と激しく反応し、火災や爆発の危険をも たら す 。

避 け る べ き 条 件 加熱。

混 触 危 険 物 質 強酸化剤。

危 険 有 害 な 分 解 生 成 物 加熱により一酸化炭素、二酸化炭素を生じる。

１ １ ． 有 害 性 情 報

急 性 毒 性

経 口 ラ ットLD50値として、7件のデ ー タ ［5000  mg /k g （環境省リスク 評

価 第1巻 ( 2002 ) ）、5580  mg /k g （EU -R A R  ( 2003 ) ）、5900

mg /k g 、6 .4g /k g 、7 .53g /k g （以上3件 EH C 52  ( 1985 ) ）、

7 .0g /k g （J ECF A  518  ( 1981 ) ）、7300mg /k g  （A TSDR

( 2000 ) ）］は全て区分外に該当す る。なお、若齢動物のデ ー タは分

類に採用しなかっ た。GH S分類：区分外

経 皮 ラ ットのLD50値は12000  mg /k g （A CGIH  ( 2007 ) ）、ウサギ の

LD50値は14100  mg /k g （A CGIH  ( 2007 ) ）ま たは12400  mg /k g

（EU -R A R  ( 2003 ) ）と報告され、いず れも 区分外に該当す る。

GH S分類：区分外

吸 入 ： ガ ス 吸入 （ガス）：GH Sの定義における液体である。GH S分類：分類対

象外

吸 入 ： 蒸 気 吸入 （蒸気）：ラ ットの4時間ばく露によるLC50値として、6件のデ

ー タ［7460  ppm、3319-7646  ppm、8762  ppm（以上3件 EU -

R A R  ( 2003 ) ）、4000  ppm、8000  ppm、8800  ppm（以上3件

PA TTY ( 5 th ,  2001 ) ］はいず れも 区分4に該当す る。なお、LC50値

が飽和蒸気圧濃度（37368  ppm）の90%より低いため 、ミストがほと

ん ど 混在しない蒸気として気体の基準値を適用した。 GH S分類：

区分4

吸 入 ： 粉 じ ん 及 び ミ ス ト 吸入 （粉塵・ミスト）：デ ー タなし。GH S分類：分類できない

皮 膚 腐 食 性 及 び 刺 激 性 ウサギ 7匹に試験物質0.5  mLを4時間の半閉塞適用した試験

（A nnex  V , me thod  B 2）において、適用後72時間ま でに全動物

が軽微～重度の紅斑、軽度の浮腫を示し、7日目には全動物に明

瞭～重度の紅斑、5匹に軽微～軽度の浮腫が観察され、中等度の

刺激性（mode ra te l y  i r r i ta t i n g ）と評価された結果（EU -R A R

( 2003 ) ）に基づき、区分2とした。なお、ウサギ 6匹を用いた別の皮

膚刺激性試験（OECD  TG 404）では、デ ー タの詳細が不明である

が軽度の刺激性（s l i g h t l y  i r r i ta t i n g ）との報告（EU -R A R

( 2003 ) ）、ま た、モルモットに本物質原液0.5  mLを24時間の閉塞

適用した試験では、痂皮形成がみら れ、5日後に皮膚の厚い鱗屑

層と皮膚表面に軽度の裂け目が観察されたとの報告（EU -R A R

( 2003 ) ）も ある。 GH S分類：区分2

眼 に 対 す る 重 篤 な 損 傷 性 又 は 眼 刺

激 性

ウサギ 6匹に試験物質0.1  mLを適用した試験（OECD  TG 405、

GLP）において、適用1時間後に結膜の発赤、浮腫、排出物が全動

物で観察され、24、48時間後も 症状は持続したが、その後減弱し

72時間後には発赤のみ、7日目には全て消失し、軽度の刺激性

（s l i g h t  ey e  i r r i ta t i on）と結論されている（EU -R A R  ( 2003 ) ）こ と

から 、区分2B とした。なお、ウサギ を用いた別の眼刺激性試験

（OECD  TG 405）では、刺激性の総合評点MMA S（A OIに相当）は

9（最大値110に対し）（ECETOC TR  48 ( 2 )  ( 1998 ) ）との報告も あ

り、こ のスコ アは区分外に相当す る。ま た、ヒトへの影響として、誤

っ て本物質を眼にかけら れた労働者が、結膜の刺激性や角膜の損

傷など の眼上皮に一過性の障害を示したが、48時間以内に完全に

回復した（EH C 52  ( 1985 ) ）との報告がある。GH S分類：区分2B

呼 吸 器 感 作 性 デ ー タなし。GH S分類：分類できない

皮 膚 感 作 性 モルモットのマキ シマイゼ ー ショ ン試験（EU  g u i de l i n e  B 6、GLP）

において、50%溶液による惹起処置に対し、20匹中1匹に反応が認

め ら れたのみで陽性率は5%（1/20）の結果から 、こ の試験で本物

質は皮膚感作性物質ではないと結論付けら れた（EU -R A R

( 2003 ) ）こ と、さら に、ヒトにおいて、トルエ ンは皮膚感作性物質で

はない（PA TTY ( 5 th ,  2001 ) ）との記載も あるこ とから 、区分外とし

た。 GH S分類：区分外

生 殖 細 胞 変 異 原 性 マウスに経口ま たは吸入投与した優性致死試験（生殖細胞i n  v i v o

変異原性試験）において2件の陰性結果（N ITE初期リスク 評価書

.87  ( 2006 ) ）、マウスま たはラ ットに経口、吸入ま たは腹腔内投与
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した骨髄細胞を用いた染色体異常試験（体細胞i n  v i v o変異原性

試験）において5件の陰性結果（N ITE初期リスク 評価書 .87

( 2006 ) 、EH C 52  ( 1985 ) 、EU -R A R  ( 2003 ) ）、マウスに経口ま た

は腹腔内投与した骨髄細胞を用いた小核試験（体細胞i n  v i v o変

異原性試験）において2件の陰性結果（N ITE初期リスク 評価書 87

( 2006 ) 、N TP DB  ( A cces s  on  A p r .  2012 ) ）、がそれぞ れ報告さ

れている。以上より区分外とした。なお、ラ ットに皮下投与した骨髄

細胞を用いた染色体異常試験で陽性結果の報告があるが、、トル

エ ンの純度、および 異常の判断基準が明確でないため 評価困難で

ある（N ITE初期リスク 評価書 87  ( 2006 ) ）と記載されているこ とか

ら 、採用しなかっ た。さら にi n  v i v o試験では、遺伝毒性試験として

マウスま たはラ ットに腹腔内ま たは吸入投与した姉妹染色分体交

換試験で陰性（N ITE初期リスク 評価書 87  ( 2006 ) ）ま たは陽性

（EH C 52  ( 1985 ) ）の結果、一方、i n  v i t ro試験ではエ ー ム ス試験

で陰性（N ITE初期リスク 評価書 .87  ( 2006 ) 、N TP DB 　( 1979 ) ）、

マウスリンフ ォ ー マ試験で陽性（N ITE初期リスク 評価書 87

( 2006 ) ）、染色体異常試験および 小核試験では陰性ま たは陽性の

結果（N ITE初期リスク 評価書 87  ( 2006 ) 、N TP DB  ( A cces s  on

A p r .  2012 ) ）が報告されている。 GH S分類：区分外

発 が ん 性 I A R Cの発がん 性評価でグルー プ 3（ IA R C 71 ( 1999 ) ) 、A CGIH で

A 4（A CGIH  ( 2007 ) ）、U .S .EPA でグルー プ D（ IR IS ( 2007 ) ）に分

類されているこ とから 、「分類できない」とした。なお、ラ ットおよび マ

ウスに103週間吸入ばく露（6 .5  hou rs /da y 、ラ ット  0 , 600 ,  o r

1200  ppm、マウス0, 120 , 600 ,  o r  1200  ppm）した発がん 性試験

では、両動物種とも 雌雄で発がん 性の証拠は認め ら れなかっ た

（N TP TR  371  ( 1990 ) ）と報告されている。 GH S分類：分類できな

い

生 殖 毒 性 ヒトにおいて、トルエ ンを高濃度ま たは長期吸引した妊婦に早産、

児に小頭、耳介低位、小鼻、小顎、眼瞼裂など 胎児性アルコ ー ル

症候群類似の顔貌、成長阻害や多動など （N ITE初期リスク 評価書

87 ( 2006 ) 、 IA R C 71  ( 1999 ) ）報告され、ま た、1982～1982年に

カナダで300例の奇形について行われた疫学調査の結果、芳香族

溶媒、特にトルエ ンの職業ばく露歴を持つ女性の間では先天奇形

増加のリスク が高かっ た（A CGIH  ( 2007 ) ）こ とが報告されている。

さら に、溶媒のばく露を一定期間モニター されていた女性のコ ホー

トで自然流産の調査（ケー ス・コ ントロー ル研究）が行われ、少なく

とも 週3回トルエ ンにばく露された女性の間で自然流産のオッズ 比

が増加し、トルエ ンばく露の危険性がを示された（IA R C 71

( 1999 ) ）。以上のヒトでのばく露知見に基づき、区分1A とした。ま

た、「トルエ ンは容易に胎盤を通過し、ま た母乳に分泌される」

（SIDS( J )  ( A cces s  on  A p r .  2012 ) ）との記載により、「追加区

分：授乳に対す る又は授乳を介した影響」とした。なお、動物試験で

は、ラ ットに交配前から 妊娠期間にかけての期間、ま たは妊娠期間

中の吸入ばく露により胎仔死亡の胚・胎仔死亡の増加、自然分娩し

た場合には生存出生仔数の有意な減少が認め ら れている（EU -

R A R  ( 2003 ) 、N ITE初期リスク 評価書 87  ( 2006 ) ）が、催奇形性

は報告されていない。 GH S分類：区分1A 、追加区分：授乳に対す

る又は授乳を介した影響

特 定 標 的 臓 器 毒 性 （ 単 回 ば く 露 ） ヒトで750  mg /m3を8時間の吸入ばく露で筋脱力、錯乱、協調障

害、散瞳、3000  ppmでは重度の疲労、著しい嘔気、精神錯乱な

ど 、さら に重度の事故によるばく露では昏睡に至っ ている（IA R C

47  ( 1989 ) ）。ま た、本物質を含む シンナー を誤っ て経口摂取し死

亡した15件の事例報告があり、大量のトルエ ンを摂取し30分後に

死亡した51歳男性の場合、死因はおそら く重度の中枢神経系抑制

であっ た（IR IS tox .  R ev i ew  ( 2005 ) ）と報告されている。本物質を

含む 塗料シンナー を約1ク ォ ー ト摂取した46歳男性の事例では、重

度の腹痛、下痢、胃出血と共に重度の中枢神経系の抑制を示した

が、36時間の維持療法後に回復を示した（IR IS tox .  R ev i ew

( 2005 ) ）。以上の外にも 本物質の中枢神経系に対す る影響は多数

報告され、区分1（中枢神経系）とした。一方、ヒトで本物質は高濃

度の急性ばく露で容易に麻酔作用を起こ し、本物質蒸気により意識

を喪失した労働者の事例が多いこ とは周知である（EH C 52

( 1985 ) ）こ とに加え、動物試験ではマウスま たはラ ットに吸入ばく

露後に麻酔作用が報告されている（IA R C 47  ( 1989 ) ）こ とから 、区

分3（麻酔作用）とした。さら に、低濃度（200  ppm）のばく露された

ボラ ンテ ィアが一過性の軽度の上気道刺激を示した（PA TTY ( 5 th ,

2001 ) ）との報告により、区分3（気道刺激性）とした。 GH S分類：区

分1（中枢神経系）、区分3（気道刺激性、麻酔作用）

特 定 標 的 臓 器 毒 性 （ 反 復 ば く 露 ） トルエ ンに平均29年間曝露されていた印刷労働者30名と対照者72

名の疫学調査研究で、疲労、記憶力障害、集中困難、情緒不安

定、その他に神経衰弱性症状が対照群に比して印刷労働者に有意

に多く、神経心理学的テ ストでも 印刷労働者の方が有意に成績が

劣っ た。ま た、トルエ ン嗜癖者に運動失調、共同運動障害、手足の

振せん 、大脳のび ま ん 性萎縮が認め ら れ、MR I検査では大脳、小

脳、脳幹部のび ま ん 性萎縮、中枢神経系全般の灰白質と白質の差

異の不鮮明化等が認め ら れた（産業医学 36巻 ( 1994 ) ）。特に高

濃度曝露で中枢神経系の機能障害と同時に脳の萎縮、脳の白質
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の変化など の形態学的変化も 生じるこ とが報告されている（産業医

学 36巻 ( 1994 ) ）。その他にも 本物質ばく露による中枢神経系障害

の発生は数多くの報告があり、区分1（中枢神経系）とした。一方、

嗜癖でトルエ ンを含有した溶剤を吸入していた19歳男性で、悪心嘔

吐が続き入院し、腎生検で間質性腎炎が認め ら れ腎障害を示した

症例（産業医学 36巻 ( 1994 ) ）、トルエ ンの入っ た溶剤を飲ん でい

た26歳の男性で、急性腎不全を来たし、トルエ ンの腎毒性とみなさ

れた症例（産業医学 36巻 ( 1994 ) ）、さら に、嗜癖でトルエ ンを吸

入し四肢麻痺で入院した17歳女性が尿細管性アシドー シスと診断

され、四肢麻痔はトルエ ン中毒による腎尿細管障害の結果生じたも

のとされた症例（産業医学 36巻 ( 1994 ) ）など 、多くの事例報告が

ある。以上より、区分1（腎臓）とした。なお、動物試験では、ラ ット、

マウスに経口ま たは吸入による反復投与試験において、ガイダンス

値範囲内に相当す る用量で悪影響の所見は報告されていない

（N ITE初期リスク 評価書 87  ( 2006 ) 、EU -R A R  ( 2003 ) 、EH C

52 ( 1985 ) ）。ま た、ヒトで、トルエ ンのばく露で肝障害の指標である

肝酵素の上昇がみら れたとす る報告は1件あるが、逆にみら れなか

っ たとす る報告も あり（EU -R A R  ( 2003 ) ）、動物では、ラ ットおよび

マウスによる経口および 吸入による反復試験で、共にガイダンス値

範囲内で肝臓への悪影響は報告されていないこ とから 肝臓は分類

の根拠にしなかっ た。 GH S分類：区分1（中枢神経系、腎臓）

吸 引 性 呼 吸 器 有 害 性 炭化水素であり、動粘性率は0.86  mm2/s （40℃）（計算値：粘度

0.727mPa ・s （R enzo ( 1986 ) ）、密度0.8483g /mL（CR C ( 91s t ,

2010 ) ）として計算）である。よっ て区分1とした。ま た、ヒトで、吸引

性の液体トルエ ンが肺組織と直接接触す ると、重度の刺激、即ち

「化学肺炎」を引き起こ す との記載（DF GMA K-Doc .7  ( 1996 ) ）も あ

る。GH S分類：区分1

１ ２ ． 環 境 影 響 情 報

生 態 毒 性

魚 情報なし

甲 殻 類 ブ ラ ウンシュ リンプ  EC50  3 .5mg /L/96H  ( EU -R A R  N o .30

( 2003 ) )

藻 類 情報なし

水生生物に毒性（区分2）

残 留 性 ・ 分 解 性 急速分解性がある（B ODによる分解度：123％ ( 既存化学物質安全

性点検デ ー タ) ) 。

生 体 蓄 積 性 生物蓄積性が低いと推定される（l og  Kow  =  2 .73  ( SR C :KowW i n

( 2005 ) ) 。

土 壌 中 の 移 動 性 情報なし

他 の 有 害 影 響 情報なし

環 境 基 準 情報なし

オ ゾ ン 層 へ の 有 害 性 分類実施中

( H 1 8 . 2 . 1 0 、 H 2 4 年 度 の 分 類 は 実 施

中 )

１ ３ ． 廃 棄 上 の 注 意

残 余 廃 棄 物 廃棄の前に、可能な限り無害化、安定化及び 中和等の処理を行っ て

危険有害性のレベルを低い状態にす る。

内容物／容器を都道府県知事の許可を受けた専門の廃棄物処理業

者に委託す るこ と。

汚 染 容 器 及 び 包 装 容器は清浄にしてリサイク ルす るか、関連法規並び に地方自治体の

基準に従っ て適切な処分を行う。

空容器を廃棄す る場合は、内容物を完全に除去す るこ と。

１ ４ ． 輸 送 上 の 注 意

該当の有無は製品によっ ても 異なる場合がある。法規に則っ た試験の情報と、分類実施中の12項の環境影響情

報とに、基づく修正の必要がある。

国 際 規 制 海上輸送はIMOの規則に、航空輸送はICA O/ IA TA の規則に従う。

国 連 番 号 1294

国 連 品 名 TOLU EN E（トルエ ン）

国 連 危 険 有 害 性 ク ラ ス 3

副 次 危 険 -

容 器 等 級 Ⅱ

海 洋 汚 染 物 質 有害液体物質（Ｙ類物質）

国 内 規 制

海 上 規 制 情 報 船舶安全法の規定に従う。

航 空 規 制 情 報 航空法の規定に従う。

陸 上 規 制 情 報 消防法・毒劇法の規定に従う。

特 別 安 全 対 策 移送時にイエ ロー カー ドの保持が必要。

食品や飼料と一緒に輸送してはなら ない。

輸送に際しては、直射日光を避け、容器の破損、腐食、漏れのない

ように積み込み、荷崩れの防止を確実に行う。

重量物を上積みしない。

緊 急 時 応 急 措 置 指 針 番 号 130
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１ ５ ． 適 用 法 令

法規制情報は作成年月日時点に基づいて記載されておりま す 。事業場において記載す るに当たっ ては、最新情報

を確認してください。

労 働 基 準 法 疾病化学物質

労 働 安 全 衛 生 法 第２種有機溶剤等

危険物・引火性の物

名称等を表示す べき危険有害物（法第57条、施行令第18条別表第

9）

名称等を通知す べき危険有害物（法第57条の2、施行令第18条の2

別表第9）

リスク アセスメ ントを実施す べき危険有害物（法第57条の3）

作業環境評価基準

毒 物 及 び 劇 物 取 締 法 劇物

幻覚又は麻酔の作用を有す る物

じ ん 肺 法 第１種指定化学物質

化 審 法 優先評価化学物質

消 防 法 第４類引火性液体、第一石油類非水溶性液体

船 舶 安 全 法 引火性液体類

航 空 法 引火性液体

海 洋 汚 染 防 止 法 危険物

有害液体物質（Ｙ類物質）

麻 薬 及 び 向 精 神 薬 取 締 法 麻薬向精神薬原料

１ ６ ． そ の 他 の 情 報

参考文献 各デ ー タ毎に記載した｡

＜モデ ルSDSを利用す るときの注意事項＞

本安全モデ ルデ ー タシー トは作成年月日時点における情報に基づいて記載されておりま す ので、事業場にお

いてSDSを作成す るに当たっ ては、 新たな危険有害性情報について確認す るこ とが必要です 。さら に、本安

全デ ー タシー トはモデ ルです ので、実際の製品等の性状に基づき追加修正す る必要がありま す 。 ま た、特殊

な条件下で使用す るときは、その使用状況に応じた情報に基づく安全対策が必要となりま す 。

No.00444
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